
付
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
鳩

山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
鳩
山
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

都
市
計
画
・
都
市
施
設
担
当

　
ｔ
２
９
６

－

５
８
９
３

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
、
障

害
の
あ
る
人
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
事
業
へ
の
支
援
に
役
立
て
て

い
ま
す
。
基
金
へ
の

寄
附
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　
埼
玉
県
福
祉
政
策
課

　

ｔ
０
４
８－

８
３
０－

３
２
２
３

納
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

８
月
の
納
期（
９
月
１
日
納
期
限
）

　
町
県
民
税　
２
期

　
国
民
健
康
保
険
税　
２
期

　
介
護
保
険
料　
３
期

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
２
期

納
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
税
務
課
納
税
係

　
　

ｔ

１
９
４

　
役
場
高
齢
者
支
援
課
医
療
保
険

　
料
係
ｔ

１
７
７

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
こ
ど

も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に

取
り
組
む
た
め
、
全
国
一
斉
「
こ

ど
も
の
人
権
相
談
」
強
化
週
間
と

し
て
、
通
常
の
受
付
時
間
を
延
長

す
る
な
ど
し
、
１
人
で
も
多
く
の

こ
ど
も
た
ち
か
ら
専
用
相
談
電
話

に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）。

全
国
一
斉
『
こ
ど
も
の
人

権
相
談
』
強
化
週
間

㊐　
８
月
27
日
水
～
９
月
２
日
火

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
８
月
30
日
土
～
31
日
日
は
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

専
用
相
談
電
話（
全
国
共
通・無
料
）

　

ｔ
０
１
２
０－

０
０
７－

１
１
０

相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
、
埼

玉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
こ

ど
も
人
権
委
員
会
委
員

問　
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課

　
ｔ
０
４
８－

８
５
１－

１
０
０
０

　
「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県

民
運
動
」
は
、
様
々
な
人
権
課
題

へ
の
理
解
を
深
め
「
す
べ
て
の
県

民
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
な

が
ら
共
に
生
き
る
社
会
」
の
実
現

に
向
け
て
、
企
業
や
民
間
団
体
・

市
町
村
を
含
め
た
県
民
総
ぐ
る
み

で
取
り
組
む
運
動
で
す
。
こ
の
機

会
に
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

問　
埼
玉
県
人
権･

男
女
共
同
参
画
課

　

ｔ
０
４
８－

８
３
０－

２
２
５
５

８
月
は
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ

す
県
民
運
動
強
調
月
間
で
す

埼
玉
県
は
、
シ
ラ
コ
バ
ト
基
金
へ

の
寄
附
金
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
行

う
地
域
福
祉
活
動
へ
の
支
援
、
ボ

シ
ラ
コ
バ
ト
基
金
へ
の

ご
寄
附
の
お
願
い

埼玉県HP

基
礎
年
金
番
号
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
紐
づ
け
で
き
ま
す

毛
呂
山
・
越
生
都
市
計
画

地
区
計
画
の
変
更
の
縦
覧

鳩
山
町
で
は
、
鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
地
区
と
今
宿
東
地
区
の
都
市
計

画
決
定
の
変
更
に
あ
た
り
、
近
隣

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
、
地
区
計
画
案
の

縦
覧
お
よ
び
意
見
書
の
提
出
の
受

広報もろやま略記号一覧
㊐日時・日にち　　　　　場場所
対対象者　　 内容　　　定定員
料料金　　　 持ち物　　申申込み
問問合せ　　☎電話番号　 内線
ｆファクス番号　 メールアドレス
ｈホームページアドレス
健康マイレージ対象事業

人口と世帯
人口	 31,843人　	（−７人）
男 	 15,856人　	（−５人）
女 	 15,987人　	（−２人）
世帯	 16,430世帯	（＋32世帯）
※令和７年７月１日現在（前月１日比）

− − − −

役場の開庁日時
平日　午前８時30分～午後５時1５分
毎月第１土曜日　午前８時30分～
　正午（一部窓口のみ）
８月・９月の土曜開庁
　８月２日（土）・９月６日（土）
※各種手続きや業務についてのお問
い合わせは、平日の開庁時間にご連
絡ください。

　
お
知
ら
せ
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す
べ
て
の
自
治
体
が
同
じ
文
字
を

使
う
こ
と
に
よ
っ
て
効
率
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
や
大
規
模
災

害
へ
の
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
、デ
ジ
タ
ル
庁
が
作
成
し
た「
行

政
事
務
標
準
文
字
」
を
随
時
導
入

し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
戸
籍

で
は
従
来
の
文
字
を
使
用
し
続
け

ら
れ
ま
す
。

標
準
化
に
よ
っ
て
、
住
民
票
の
写

し
や
、
町
か
ら
発
送
す
る
郵
送
物

の
宛
名
な
ど
に
用
い
る
文
字
の
部

首
の
大
き
さ
や
、曲
げ
は
ね
な
ど
、

今
ま
で
と
違
っ
た
デ

ザ
イ
ン
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
デ
ジ
タ

ル
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　
デ
ジ
タ
ル
庁

　
ｔ
０
３

－

４
４
７
７

－

６
７
７
５

９
月
13
日
土
、
14
日
日
は
、
館
内
消

毒
の
た
め
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

問　
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
（
毛
呂
山

町
福
祉
会
館
）

　

ｔ
２
９
５

－

３
１
１
１

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま

（
福
祉
会
館
）
臨
時
休
館

行
政
事
務
標
準
文
字
の

導
入
に
つ
い
て

基
礎
年
金
番
号
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
紐
づ
け
で
き
ま
す

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家

族
へ
の
援
護
金
に
つ
い
て

基
礎
年
金
番
号
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
紐
づ
け
さ
れ
て
い
る
と
、
ご
自

分
の
年
金
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
確
認
し
た
り
、
年
金
請
求

手
続
き
の
際
に
一
部
の
添
付
書
類

を
省
略
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
登
録
申
請
は
住
民
課
国
保

年
金
係
で
も
行
え
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も

の
（
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
）・
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の
（
年
金
手
帳

・
基
金
番
号
通
知
書
）・
身
分

証
明
書

申
・
問　
役
場
住
民
課
国
保
年
金

係　
ｔ

１
３
５・１
３
６

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
診
断

・
早
期
治
療
を
目
的
に
、
年
度
内

に
70
歳
を
迎
え
る
人
を
対
象
に
認

知
症
検
診
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

申
込
み
後
、
受
診
券
を
送
付
し
ま

す
。
受
診
券
到
着
後
、
予
約
の
う

ア
ニ
サ
キ
ス
は
、魚
介
類（
サ
バ
、

イ
ワ
シ
、
ア
ジ
、
サ
ン
マ
、
イ
カ

等
）
に
寄
生
す
る
約
２
～
３
ｃ
ｍ

の
寄
生
虫
で
す
。
ア
ニ
サ
キ
ス
が

寄
生
し
た
魚
介
類
を
生
や
加
熱
不

十
分
な
状
態
で
食
べ
る
と
、
人
の

胃
や
腸
壁
に
侵
入
し
食
中
毒
（
ア

ニ
サ
キ
ス
症
）
を
起
こ
し
、
激
し

い
腹
痛
を
発
症
し
ま
す
。
食
酢
処

理
、
塩
漬
け
、
醤
油
や
わ
さ
び
を

付
け
て
も
ア
ニ
サ
キ
ス
は
死
滅
し

ま
せ
ん
。
冷
凍
（
-20
℃
で
24
時
間

以
上
）
や
加
熱
す
る
（
70
℃
以
上

で
瞬
時
に
死
滅
）
な
ど
の
予
防
を

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で

は
、
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た

は
重
い
障
害
を
負
っ
た
保
護
者
に

養
育
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
を
対
象

に
、
援
護
一
時
金
を
給
付
し
て
い

ま
す
。

㊐　
11
月
給
付
の
場
合
、
８
月
29

日
金
ま
で

　
令
和
８
年
５
月
給
付
の
場
合
、

令
和
８
年
２
月
27
日
金
ま
で

対　
埼
玉
県
内
に
在
住
す
る
令
和

６
年
４
月
１
日
以
降
に
交
通
遺

児
等
と
な
っ
た
人
で
、
交
通
遺

児
等
に
な
っ
た
日
現
在
で
18
歳

以
下
の
子
ど
も

　
子
ど
も
１
人
に
つ
き
10
万
円

申　
町
、
学
校
な
ど
で
配
布
さ
れ

る
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和

支
店
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高

砂
２

－

12

－

10
）
に
郵
送
ま
た

は
持
参
く
だ
さ
い
。

問　
埼
玉
県
県
民
生
活
部
防
犯
・

交
通
安
全
課　

ｔ
０
４
８

－

８
３
０

－

２
９
５
５

え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

㊐　
11
月
21
日
金
ま
で

場　
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
館
ク

リ
ニ
ッ
ク

対　
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
昭
和

30
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
31
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人（
既
に
認

知
症
と
診
断
さ
れ
た
人
は
除
く
）

　
問
診
を
中
心
と
し
た
簡
易
的

な
検
査

料　
無
料

申　
電
話
ま
た
は
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

福
祉
係　
ｔ

１
２
５

行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
ア
ニ
サ
キ

ス
食
中
毒
が
疑
わ
れ
る
場
合
に

は
、
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

問　
坂
戸
保
健
所

　
ｔ
２
８
３

－

７
８
１
５

認
知
症
検
診
の
ご
案
内

ア
ニ
サ
キ
ス
食
中
毒
に
注
意
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講
習
・
イ
ベ
ン
ト

切
り
絵
講
座
『
切
り
絵
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
‼
』

　
お
知
ら
せ

子
育
て
マ
マ
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
運
動
教
室

サ
ッ
カ
ー
の
ス
タ
ジ
ア
ム

を
見
る
、
学
ぶ

産
後
の
授
乳
や
抱
っ
こ
か
ら
く
る

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
態
に
目
を
む

け
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
通
し
て
、
筋

肉
を
ほ
ぐ
し
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
戻
し
、
肩
こ
り
予
防
や
骨

盤
の
ゆ
が
み
を
改
善
し
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
保
育
あ
り
の

教
室
で
す
。

㊐　
９
月
22
日
月

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　
市
川　
千
里
さ
ん

対　
町
内
在
住
で
、
就
学
前
の
子

ど
も
を
子
育
て
中
の
マ
マ

定　
10
人
（
先
着
順
）

　
筆
記
用
具
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル

料　
無
料

申　
８
月
４
日
月
か

ら
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
受
け

付
け
ま
す
。
電
話
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
２
０
０
２
を
見

学
し
ま
す
。
普
段
立
ち
入
る
こ
と

の
で
き
な
い
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム

や
、
ピ
ッ
チ
サ
イ
ド
に
入
っ
て
サ

ッ
カ
ー
選
手
気
分
を
味
わ
い
ま
し

ょ
う
。

㊐　
８
月
21
日
木

　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
５
時

※
当
日
は
昼
食
を
済
ま
せ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

場　
中
央
公
民
館
集
合

※
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

対　
町
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年

生
定　
30
人
（
先
着
順
）

　
水
筒
、
帽
子
、
お
こ
づ
か
い

（
自
動
販
売
機
で
飲
み
物
を
買
う

場
合
。お
土
産
は
買
え
ま
せ
ん
。）、

少
量
の
お
や
つ
（
ツ
ア
ー
前
後
の

ト
イ
レ
休
憩
の
と
き
の
み
食
べ
ら

れ
ま
す
。）

料　
３
０
０
円

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
！

認
知
症
は
誰
も
が
発
症
す
る
可
能

性
の
あ
る
病
気
で
す
。「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
は
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応

援
者
で
す
。
町
で
は
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
、
認
知
症

高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
講
座

を
受
講
さ
れ
た
人
に
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

㊐　
９
月
11
日
木

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
毛
呂
山
町
立
図
書
館

講
師　
丸
木
記
念
福
祉
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ

ー
相
談
員　
福
島　
雄
大
さ
ん

対　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

定　
25
人
（
先
着
順
）

　
筆
記
用
具

料　
無
料

申　
８
月
６
日
水
か
ら
９
月
10
日

水
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
電
話
・

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
申
し
込
み
も
で
き

ま
す
。

問　
役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

福
祉
係　
ｔ

１
２
８
・
１
２
５

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

住
宅
用
防
犯
対
策
機
器
の

購
入
・
設
置
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

町
内
在
住
の
小
学
６
年
生
ま
で
の

児
童
お
よ
び
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
着
用
す
る
、
対
象
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
に
補
助
が
あ
り
ま
す
。
利
用
は

補
助
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
回
限

り
で
す
。

　
上
限
２
０
０
０
円

　
（
購
入
費
用
の
２
分
の
１
以
内

・１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

対　
安
全
認
証
（
Ｓ
Ｇ
・
Ｊ
Ｃ
Ｆ

・
Ｃ
Ｅ
・
Ｇ
Ｓ
・
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ

ー
ク
）
を
受
け
た
、
購
入
後
１

年
以
内
の
新
品
の
自
転
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
（
未
使
用
品
や
中
古

品
は
補
助
対
象
外
）

提
出
書
類
等　

・
申
請
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

・
領
収
書
の
原
本

・
安
全
認
証
、
メ
ー
カ
ー
名
お
よ

び
品
番
が
確
認
で
き
る
書
類
な

ど（
取
扱
説
明
書
、保
証
書
な
ど
）

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
者
と
申
請
者

の
本
人
確
認
書
類

町
内
在
住
で
、
自
ら
が
住
む
住
宅

用
に
防
犯
対
策
機
器
を
購
入
・
設

置
し
た
場
合
に
補
助
が
あ
り
ま

す
。
利
用
は
１
住
宅
に
つ
き
１
回

限
り
で
す
。

　
上
限
１
万
円

　
（
購
入
・
設
置
費
用
の
２
分
の

１
以
内
・
１
０
０
円
未
満
は
切

り
捨
て
）

対　
①
防
犯
カ
メ
ラ
（
自
宅
撮
影

目
的
）

　
②
屋
外
人
感
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

※
令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に
購

入
・
設
置
し
た
防
犯
対
策
に
限
る

提
出
書
類
等　

・
申
請
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

・
領
収
書
の
原
本

・
メ
ー
カ
ー
名
お
よ
び
品
番
が
確

認
で
き
る
書
類
な
ど
（
取
扱
説

明
書
、
保
証
書
な
ど
）

・
住
宅（
共
同
住
宅
を
除
く
）を
借

り
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
証
明

書
類

・
設
置
状
況
の
分
か
る
写
真
を
印

問　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

ｔ
２
９
４

－

１
８
０
０

申　
８
月
５
日
火
８
時
30
分
か
ら

料
金
を
持
っ
て
本
人
ま
た
は
保
護

者
が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
土
日
・
祝
日
と
、
午
後
５
時
以

降
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

問　
中
央
公
民
館

　

ｔ
２
９
４

－

１
２
５
０

刷
し
た
も
の
（
家
の
外
観
全
体

と
設
置
場
所
）

・
振
込
先
の
通
帳
な
ど
の
写
し

申
・
問　
役
場
生
活
環
境
課
交
通

防
犯
係　
ｔ

１
７
３

・
振
込
先
の
通
帳
な
ど
の
写
し

申
・
問　
役
場
生
活
環
境
課
交
通

防
犯
係　
ｔ

１
７
３
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情
報
交
換

　
募
集

今
年
は
戦
後
80
年
。
各
方
面
に
後

援
を
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。

㊐　
９
月
６
日
土
午
前
10
時
30
分

～
午
後
６
時
、
７
日
日
午
前
10

時
～
午
後
４
時
30
分

場　
東
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等

※
６
日
土
午
後
２
時
か
ら
３
時
30

分
ま
で
特
別
企
画
「
歴
史
の
記
憶

を
語
り
継
ぐ
交
流
会
」
で
、
意
見

交
流
し
ま
す
。
参
加
願
い
ま
す
。

料　
無
料

問　
原
爆
絵
画
展
実
行
委
員
会

　
ｔ
０
７
０

−

５
０
２
７

−

７
７

５
５
青
木

第
25
回
ヒ
ロ
シ
マ
市
民
の

描
い
た
原
爆
絵
画
展

歌
は
３
分
間
の
メ
ー
ク
ド
ラ
マ
。

あ
な
た
も
そ
の
主
人
公
。
サ
ー
ク

ル
で
は
歌
謡
曲
、
演
歌
を
中
心
に

カ
ラ
オ
ケ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
一
度
見
学
に
お
い
で
下
さ
い
。

㊐　
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

場　
東
公
民
館

料　
会
費
月
額
１
５
０
０
円

問　
ｔ
２
９
４

−

２
５
０
４
新
井

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

「
こ
だ
ま
」
会
員
募
集

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
秋
は
紫
苑　
乙
女

の
青
春
花
開
く
」、テ
ー
マ
「
和
」

を
掲
げ
た
文
化
祭
を
行
い
ま
す
。

㊐　
９
月
６
日
土
、
７
日
日

場　
川
越
女
子
高
等
学
校

（
川
越
市
六
軒
町
１

−

２3
）

申　
詳
し
い
日
時
・
入
場
方
法
に

つ
い
て
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
川
越
女
子
高
等
学
校

川
越
女
子
高
等
学
校

紫
苑
祭
（
文
化
祭
）

切
り
絵
講
座
『
切
り
絵
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
‼
』

令
和
７
年
度
毛
呂
山
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
候
補
者
の

推
薦
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
は
町
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕

著
な
人
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
人
と
な
り
ま
す
。

対　
令
和
６
年
９
月
１
日
か
ら
令

和
７
年
８
月
31
日
ま
で
の
実
績

申　
９
月
５
日
金
ま
で

問　
毛
呂
山
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事

務
局
（
毛
呂
山
町
役
場
生
涯
学

習
課
）
ｔ

５
２
２

ス
ポ
ー
ツ
賞
の
受
賞
候
補

者
を
募
集
し
ま
す

「
離
乳
食
っ
て
、
何
か
ら
食
べ
さ

せ
れ
ば
い
い
の
？
」、「
な
か
な
か

食
べ
て
く
れ
な
い
」
そ
ん
な
育
児

の
悩
み
に
管
理
栄
養
士
・
保
健
師

が
お
答
え
し
ま
す
。

㊐　
９
月
1２
日
金

　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

※
受
付
時
間
は
午
後
１
時
30
分
か

ら
２
時
ま
で
で
す
。

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
育
児
相
談
、
身
体
測
定
、
離

乳
食
講
座
（
試
食
あ
り
）

対　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定　
10
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

　
母
子
健
康
手
帳　
バ
ス
タ
オ
ル

申　

受
付
中
で
す

（
電
話
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

・フ
ァ
ク
ス
可
）。

問　
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
ｔ
２
９
４

−

１
８
０
０

育
児
・
離
乳
食
相
談

キ
リ
ボ
ラ
（
切
り
絵
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
と
一
緒
に
切
り
絵
の
世
界
を

体
験
し
よ
う
。
初
心
者
、
絵
に
自

信
が
無
い
人
で
も
歓
迎
で
す
。
参

加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

㊐　
９
月
３
日
水
、
10
日
水
、
17

日
水　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
（
１
回
だ
け
の
参
加
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
）

場　
図
書
館
２
階　
視
聴
覚
室

定　
２0
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

申　
８
月
13
日
水
午
前
９
時
30
分

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
可
）。

問　
図
書
館
ｔ
２
９
５

−

１
０
１
５

　
ｔ
０
４
９−

２
２
２−

３
５
１
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
業
に
関
す
る

相
談
を
、
埼
玉
県
西
部
福
祉
事
務

所
の
就
業
支
援
専
門
員
が
お
受
け

し
ま
す
。

「
働
き
た
い
が
ど
う
す
れ
ば
良
い

か
分
か
ら
な
い
」、「
正
社
員
で
働

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
業

相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　
相
談

認
知
症
介
護
者
の
つ
ど
い

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

き
た
い
」、「
ど
ん
な
仕
事
が
で
き

る
か
検
討
し
た
い
」
な
ど
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

㊐　
８
月
２8
日
木

　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
役
場
１
階
相
談
室
２

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
就
業
相
談

（
１
人
45
分
程
度
）

対　

ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者

（
父
、
母
、
養
育
者
）

定　
５
人
程
度

料　
無
料

申
・
問　
８
月
１
日
金
か
ら
２7
日

水
ま
で
に
埼
玉
県
西
部
福
祉
事

務
所
地
域
福
祉
担
当
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ｔ
２
８
３

−
６
７
８
０

認
知
症
介
護
者
の
つ
ど
い
は
、
認

知
症
の
介
護
に
対
す
る
想
い
や
悩

み
を
共
有
し
、
情
報
交
換
が
で
き

る
場
で
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま

ず
、
一
緒
に
お
話
し
ま
せ
ん
か
？

㊐　
偶
数
月
第
２
木
曜
日

　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
中
央
公
民
館

対　
町
内
在
住
で
認
知
症
の
ご
家

族
の
介
護
を
し
て
い
る
人
や
、

介
護
経
験
の
あ
る
人
、
こ
れ
か

ら
介
護
が
始
ま
る
人
な
ど

料　
無
料

申　
不
要

問　
役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

福
祉
係　
ｔ

１
２
９
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「
災
害
級
の
暑
さ
」
に
対
し
て
命

と
健
康
を
守
る
対
策
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
効
果
的
な
熱
中
症
対
策

と
し
て
は
、
屋
内
で
は
日
中
夜
間

を
問
わ
ず
室
温
の
目
安
を
28
℃
に

し
て
過
ご
す
こ
と
、
屋
外
で
は
涼

し
い
服
装
や
日
傘
・
帽
子
を
用
い

る
こ
と
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
常

に
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
う
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

※
設
定
温
度
で
は
な
く
室
温
28
℃

が
目
安
で
す
。

熱
中
症
対
策
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
！

骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
会
の

お
知
ら
せ

毛呂山町保健センター
（川角305番地1）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センターから
のお知らせ

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

毛
呂
山
町
役
場
駐
車
場
で
献
血
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

㊐　
８
月
14
日
木

午
前
10
時
～
11
時
45
分

午
後
１
時
～
４
時

場　
役
場
庁
舎
北
側
駐
車
場

対　
16
歳
～
69
歳

※
た
だ
し
65
歳
以
上
の
人
は
60
歳

か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
献
血
経
験

の
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。

骨
髄
バ
ン
ク
は
、
白
血
病
を
は
じ

め
と
す
る
血
液
疾
患
の
「
骨
髄
移

植
」
が
必
要
な
患
者
さ
ん
と
、
そ

れ
を
提
供
す
る
ド
ナ
ー
を
つ
な
ぐ

公
的
事
業
で
す
。
毎
年
、
移
植
を

献
血
の
お
知
ら
せ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

悩
み
や
不
安
な
気
持
ち
を
一
人
で

抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

公
認
心
理
師
に
話
す
こ
と
で
状
況

が
改
善
し
た
り
、
解
決
策
が
見
つ

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

㊐　
９
月
10
日
水　

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
悩

み
が
あ
る
人
、
そ
の
家
族

　
個
別
相
談

※
予
約
時
に
相
談
内
容
を
確
認
し

ま
す
。

定　

３
組
（
先
着
順
）

料　
無
料

申　
８
月
７
日
木
か
ら
保
健
セ
ン

前
立
腺
は
膀
胱
の
す
ぐ
下
で
尿
道

を
取
り
囲
む
、
男
性
特
有
の
臓
器

で
す
。
前
立
腺
が
ん
は
早
期
に
症

状
が
現
れ
に
く
い
病
気
で
、
近
年

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
血
液
検

査
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
）
を
行
う
こ
と

で
、
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
検
診
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

㊐　
９
月
20
日
土
、
29
日
月

　
　
午
前
中

※
時
間
は
予
約
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
血
液
検
査
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
）

対　
50
歳
以
上
の
男
性
（
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
に
50
歳
に
な

る
人
を
含
む
）

※
尿
が
出
に
く
い
、
排
尿
回
数
が

多
い
な
ど
の
症
状
の
あ
る
人
は
、

検
診
で
は
な
く
、
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

定　
各
回
20
人
（
先
着
順
）

料　
５
０
０
円

申　
８
月
８
日
金
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話

・
フ
ァ
ク
ス
可
）。

前
立
腺
が
ん
検
診

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
に
感
染
し

た
こ
と
に
気
づ
か
ず
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
る
と
、
慢
性
肝
炎
や
肝か

ん
硬こ

う

変へ
ん

・
肝
臓
が
ん
に
進
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

㊐　
①
９
月
19
日
金、

②
30
日
火

　
　
午
前
中

※
時
間
は
予
約
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
血
液
検
査
（
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ

型
肝
炎
）

対　
40
歳
以
上
（
令
和
８
年
３
月

31
日
ま
で
に
40
歳
に
な
る
人
を

含
む
）
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

待
つ
患
者
さ
ん
は
２
千
人
ほ
ど
で

す
が
、
患
者
さ
ん
が
移
植
の
機
会

を
得
る
た
め
に
は
、
１
人
で
も
多

く
の
ド
ナ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

㊐　
８
月
14
日
木

午
前
10
時
～
11
時
45
分

午
後
１
時
～
４
時

場　
役
場
１
階
相
談
室

対　
18
歳
～
54
歳

※
健
康
状
態
が
良
好
で
、
体
重
が

男
性
45
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
、
女
性

40
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
人

　
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
の
説
明
・

２
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
採
血

該
当
し
な
い
人

・
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

・
大
き
な
手
術
（
開か

い

胸き
ょ
う

手
術
、

開
腹
手
術
な
ど
）
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人

・
定
期
的
に
肝
機
能
検
査
を
受
け

て
い
る
人

定　
10
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

申　
８
月
８
日
金
か
ら
９
月
12
日

金
ま
で
、
①
19
日
金
の
申
込
み

は
５
日
金
ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
可
）。

タ
ー
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

（
電
話
可
）。
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た
生
活
、
中
国
大
陸
で
敵
兵
と
至
近
距
離
で
遭そ

う

遇ぐ
う

し

た
体
験
、
沖
縄
で
は
、
本
島
玉
砕
の
知
ら
せ
を
受
け

て
も
な
お
続
い
た
宮
古
島
で
の
過
酷
な
重
労
働
と
飢き

餓が

と
の
戦
い
、
出
征
し
た
兄
弟
の
相
次
ぐ
戦
死
と
悲

し
む
母
親
の
姿
な
ど
が
綴つ
づ

ら
れ
て
い
ま
す
。
銃
後
の

体
験
は
、
直
接
戦
地
に
赴
お
も
む

か
な
い
女
性
や
子
ど
も
た

ち
の
目
か
ら
、
戦せ
ん

意い

高こ
う

揚よ
う

に
沸
く
一
方
で
、
身
内
を

失
っ
た
悲
し
み
や
軍ぐ
ん

需じ
ゅ

工こ
う

場じ
ょ
うで

の
学
徒
勤
労
動
員
の

様
子
、
親
元
を
離
れ
て
東
京
か
ら
集
団
疎
開
で
毛
呂

山
町
の
寺
院
に
や
っ
て
き
た
児
童
た
ち
の
生
活
が
語

ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
禍
は
終
戦
後
も
続
き
、
捕
虜
と

な
っ
て
シ
ベ
リ
ア
で
の
４
年
に
も
及
ぶ
抑よ
く

留
り
ゅ
う

生せ
い

活か
つ

な
ど
、
ど
れ
も
貴
重
な
証
言
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

手
記
か
ら
は
、
戦
地
の
悲
惨
さ
や
戦
中
戦
後
の
食

糧
難
の
苦
し
み
な
ど
二
度
と
経
験
し
た
く
な
い
戦
時

下
の
生
活
と
と
も
に
、
人
類
に
と
っ
て
平
和
が
ど
れ

だ
け
尊
い
も
の
か
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

現
在
の
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
各
地
で
軍ぐ
ん

事じ

衝し
ょ
う

突と
つ

が
止
む
こ
と
無
く
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

80
年
目
の
夏
を
迎
え
、
過
去
の
戦
災
で
亡
く
な
ら
れ

た
多
く
の
方
々
へ
の
追つ
い

悼と
う

と
と
も
に
、
平
和
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 ８/12（火）、８/25（月）

９/９（火）、９/22（月） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 ８/20（水）、９/17（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

人権・行政相談 ８/14（木）、９/11（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
８/１（金） 10:00～11 :00 役場1階町民ホール

保健センターｔ294−5511
９/１（月） 10:00～11 :00 保健センター

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511

子育て相談 平日
※オンライン相談あり 10 :00～15 :00 子育て支援センター

（必要に応じて変更可能）
こども家庭センターｔ294−1800

育児ほっと相談室 ８/20（水）、９/17（水） 10 :00～11 :00 子育て支援センター
もろっこ（元子育て支援室）

もの忘れ相談会 毎月第３木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 126

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 平日  8:30～17 :00 社会福祉協議会（毛呂山町川角303-3）ｔ295−0601

消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00
※最終受付　14 :40まで 役場相談室 役場産業振興課

生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（社会福祉協議会内）ｔ080−2274−1445

戦後80年 

歴史散歩
第374回

　

今
年
は
、
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て
か
ら
80
年
の

節
目
の
年
で
す
。
太
平
洋
戦
争
に
よ
っ
て
尊
い
命
を

落
と
し
た
方
は
、
軍
人
と
民
間
人
を
合
わ
せ
て
３
０

０
万
人
を
超
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
日
本
が

経
験
し
た
戦
争
被
害
と
し
て
は
、
最
も
大
き
な
も
の

で
し
た
。
長
い
歳
月
を
経
て
、
戦せ
ん

禍か

を
体
験
し
た
方

が
少
な
く
な
っ
て
い
く
中
で
、
い
か
に
し
て
当
時
の

様
子
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
か
ら
25
年
前
、
千
年
紀
・
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
迎
え

た
平
成
12
年
（
西
暦
２
０
０
０
年
）、
歴
史
民
俗
資

料
館
で
は
、「
21
世
紀
に
語
り
継
ぎ
た
い
毛
呂
山
の

昭
和
」
と
題
し
た
特
別
展
を
開
催
し
、
町
民
の
方
か

ら
昭
和
の
思
い
出
を
募
り
ま
し
た
。
当
時
65
人
の
方

が
自
ら
の
体
験
を
寄
せ
て
お
り
、
記
念
文
集
『
あ
の

ひ
、あ
の
時
を
ふ
り
か
え
っ
て
』に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

多
く
は
戦
争
体
験
や
戦
時
下
の
く
ら
し
に
関
す
る

も
の
で
、出
し
ゅ
っ

征せ
い

の
体
験
、銃

じ
ゅ
う

後ご

の
体
験
、移
民
生
活
、

東
京
大
空
襲
、学が
く

童ど
う

疎そ

開か
い

、終
戦
後
の
こ
と
な
ど
が
、

手
記
の
中
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

出
征
の
体
験
で
は
、
激
戦
の
南
方
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
転
戦
を
強
い
ら
れ

～平和について考える～

戦災の手記がつまった
『あの日、あの時をふりかえって』
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